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研究成果の概要（和文）：本研究では、疾病史資料に関する基礎的な情報の収集と、それを基礎として具体的な資料に
即した疾病史資料のアーカイビングの方法論検討と実践を行った。本研究の成果報告として『大阪大学アーカイブズ所
蔵　大阪皮膚病研究会関係文書目録』を刊行し、インターネットでも公開した。本研究成果の発信により、疾病史資料
が新たな概念規定をともなって認識されることとなり、今後史料の発掘・目録化・公開の重要な指針となると期待され
る。

研究成果の概要（英文）：This research project collected information on the medical historical materials sp
read over Japan and examined its archival theories in consideration of their own characteristics. The resu
lt of this study has published and uploaded on the researcher's website (http://researchmap.jp/muvk2lf6u-4
1113/#_41113) as the catalogue of a series of medical materials related to Hansen's disease, with its intr
oduction and access guidelines for users. It would be a basic reference in constructing other medical arch
ives and provided them more effectively for users in Japan.
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１．研究開始当初の背景 
（１）新しい医学史研究の動向 
歴史学の分野では、主に社会経済史・環境史
との関連で、疾病史・医療史・医学史研究が
近年著しい進展を見せている。 
 
（２）史料利用に関する問題点 
このような人文学の領域を越えた幅広い対
象を歴史的に考察するにあたっては、従来の
史料論とは異なる学際的で新たな方法論が
不可欠である。また、罹患歴・医療受給歴な
どのセンシティブ情報を含むために、疾病史
資料の公開には多大な制約が科せられてお
り、研究の進展の大きな足かせとなっている。 
 
２．研究の目的 
（１）問題点が生じている理由 
医学史資料の利用における制約は、アーカイ
ブズ論においても、病院や医療機関・自治
体・個人が所有する疾病史資料が歴史史料と
して保存活用されるべき固有の価値を持っ
ていることが十分に認識されておらず、また
その整理や公開についての包括的な議論の
必要性が認識されていないということに由
来している。すなわち、日本では、歴史研究
の側にも、アーカイブズ学研究の側にも、疾
病史資料について実践的・理論的な研究がき
わめて乏しいのが現状である。 
 
（２）問題点克服の方向性 
上記に鑑みて、本研究では、海外の事例も参
照し、具体的な史料に即して考察することで、
医学史研究とアーカイブズ学研究双方の知
見を発展・融合させ、疾病史史料の史料論を
創成することを提起することとした。 
 
３．研究の方法 
（１）基本方針 
本研究課題は各段階に相応しい研究協力者
（医学史研究者、歴史研究者、アーカイブズ
学研究者、アーキビスト、医学研究者など）
の助言を得て、共同作業・討議を経て進めら
れた。 
 
（２）疾病史資料の所在情報の収集・調査 
日本国内の疾病史資料は、アメリカの国立図
書館のような場所にまとめられておらず、ま
た所在等についての情報すらまとめられて
いない。そこで、各地にどのような疾病史資
料が存在し、目録等が刊行されているかにつ
いて調査を実施した。 
 
（３）史料整理と疾病史資料論の構築 
具体的な資料に即して目録作成と公開指針
を作成するため、大阪大学アーカイブズ（研
究開始当初は大阪大学文書館設置準備室）所
蔵の「財団法人大阪皮膚病研究会関係文書」
を用いて目録作成・写真撮影・公開指針の検
討を行った。研究の実施中に、追加の資料寄
贈もあり、合わせて対応を検討した。 

 
（４）疾病史資料の目録公開 
①「財団法人大阪皮膚病研究会関係文書」に
即した形で、疾病史アーカイブズ論として論
考をまとめ、公開した。 
②大阪大学アーカイブズと協力して「財団法
人大阪皮膚病研究会関係文書」目録を刊行・
公開し、疾病史資料の保存・公開に関する実
際の手続きを開始した。 
 
４．研究成果 
（１）疾病史資料学の創出 
本研究の成果報告を兼ねて、『大阪大学アー
カイブズ所蔵 大阪皮膚病研究会関係文書
目録』を刊行した。ここには下記の内容を収
録した。 
 
・論考編 
「解題―大阪皮膚病研究所によるハンセン
病医学研究・医療活動とその関係文書のもつ
意義―」（廣川和花） 
「大阪大学アーカイブズにおける「大阪皮膚
病研究会関係文書」の公開にあたって」（廣
川和花・菅真城） 
・参考資料編 
「大阪大学アーカイブズ規程」                       
「大阪大学アーカイブズ歴史資料等利用内
規」 
・目録編 
「大阪皮膚病研究会関係文書目録」 
 
疾病史資料に焦点を当てた本研究成果の発
信により、疾病史資料が新たな概念規定をと
もなって認識されることとなり、今後史料の
発掘・目録化・公開の重要な指針となると期
待される。 
 
（２）市民に開かれた情報公開の促進 
本研究では、史料整理や目録刊行にとどまら
ず、史料の公開指針を具体的に提示した点に
ある。疾病史資料に適合的な方法論でアーカ
イビングされた史料が、研究者のみならず広
く調査研究を必要とする市民の利用に供さ
れることになった。特筆すべきは、「財団法
人大阪皮膚病研究会関係文書」に含まれる個
人の医療受給歴に関する資料が、元患者の権
利回復（給付金の受給資格の証明）に利用さ
れうる証拠書類となることが明らかになり、
目録公開によってこの施策の対象となる元
患者等にも利用可能となったことである。 
 
（３）近接分野への貢献 
疾病史資料論は、歴史学・医学史研究におい
ては史料利用を促進する原動力となり、研究
の進展を促すものとなる。一方アーカイブズ
学においては資料論の新分野を切り拓くこ
ととなる。また、近接分野である医療倫理
学・医療社会学・情報倫理学等においても資
料の取り扱いにおいて応用可能なものであ
る。 



 
（４）現代の医療情報の取扱い指針への貢献 
歴史史料に限らず、現代社会において医療情
報の取扱いはきわめて関心が高い問題であ
り、医療情報倫理の分野においても今後先駆
的な成果として影響力を持つこととなるで
あろう。 
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